
Fig.1  Experimental apparatus

  1   Tank
  2   Activated Carbon Tank
  3   Cooling Unit
  4   O Generator
CV: Check Valve

2

3

1

2

3
4

5

CV

5  O Tank
6  Pump 
7  Motionless Mixer
8  Rotameter
V: Valve
P: Pressure Gauge   

8
7

V

V 6

P

P

P
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はじめに 有機性排水の処理法として活性汚泥法は広

く利用されているが､処理に伴い発生する余剰汚泥の

処理費が大きな負担となっている｡余剰活性汚泥の処

理法として超音波法､酸化・還元反応法､水熱法、ミル

粉砕法、高速回転ディスク法等が提案されている｡1） 

本研究では余剰活性汚泥をオゾン、静止型混合器及

び回転ポンプを用いることによって活性汚泥中の微生

物細胞壁を破壊し､減容化することを目的として、今回、

畜産系、下水系及び食品系等の種々の余剰汚泥の減容

化を試みた。 

実験装置及び方法 余剰汚泥分解装置を Fig.1 に示す。

ポンプは 3440rpm の回転ポンプを用いて実験を行なっ

た。このポンプは汚泥など様々なスラリーに強く､かつ

ポンプの吸引側から数％の気体が流入してもキャビテ

ーションを起こさないで輸送できるポンプである。気

液固の混合及びガス吸収を促進させるために､ポンプ

吐出側直後に衝突型の静止型混合器を設置した。実験

は､25Lの活性汚泥を VL＝40L/min で循環し半回分法で

行った。オゾンは純酸素を VG＝0.9L/min で水冷式オゾ

ン発生装置に送り、6g/hで供給する方法で行った。サ

ンプリングは実験開始から５分おきに行い同時にｐH､

液温を測定した｡液温は冷却装置により２０℃に保っ

た｡活性汚泥は畜産系として、Ｓ県畜産センターの養豚

系汚水処理場、食品系として酒造メーカーの食品系排

水活性汚泥処理施設、下水系としてＴ市下水処理場及

びＭ町流域下水処理場の余剰活性汚泥を用いた。活性

汚泥の分解を確認するために､顕微鏡による観察をは

じめ､SV30,SVI,SS,MLSS,DTOC,DTC,DIC,DCODCr,DBOD5, 

DT-N及び DT-Pを測定した。なお、Dは溶存態を示す。 

結果及び考察 各種汚泥の MLSS，DBOD，DCOD Cr,及び

DTOC の初期値を Table 1 に示した。MLSS は約 5500～

9500mg/Lとかなりのばらつきがあった。同様に、各指

標とも初期値には、かなりのばらつきがみられ、様々

な汚泥であることが伺える。Table 2に各指標の 15分

後と初期値の比を示した。全ての指標のおいて増加の

傾向が見られた。また、食品系の DCOD Cr,DTOC の増加

率が他に比べて著しく大きいが、これは、MLSSが大き

かったことより、汚泥に含まれる微生物類が多いと考

えられ、減容化の進行において、より多くの細胞が破

壊され、各指標が増加したものと考えられる。 

まとめ 今回４種類の汚泥について減容化実験を行っ

たが、各指標の増加及び顕微鏡観察、SV30 の観察など

より、減容化が進行していると考えられる。そのこと

より、本装置において種々の余剰汚泥の減容化が促進

可能と考えられる。 
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Table 1 各種活性汚泥の初期値[mg/L] 

  MLSS DBOD DCODCｒ DTOC 

畜産系 8330  23  29  70.6  

T市下水系 6430  15  207  97.4  

M町流域下水系 5690  7  142  26.8  

食品系 9420  21  52  25.6  

 

Table ２ 各種活性汚泥のオゾン処理後と初期値の比[-] 

  

DBOD15/ 

DBOD0 

DCODCｒ15/  

DCODCｒ0 

DTOC15/ 

DTOC0 

畜産系 7.8  2.9  2.7  

T市下水系 6.6  2.1  1.8  

M町流域下水系 25.1  4.2  3.6  

食品系 3.8  6.5  17.1  

 


